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ごあいさつ                     日本流星研究会 会長 小関正広 
 
流星会議を持ち回りで開催して、各地を巡るということは楽しい発想で す。残念ながら参加できなか

った年もありますが、北海道から、四国まで訪ねることができました。東北には４回のうち３回行った

記憶があります。 

しかし、近年、会員数の減少に伴い、地方での開催は実質的に１、２名の方に負担を掛けることにな

りがちで、心苦しく感じることが増えています。東北での開催について殿村さんに打診した時も無理で

はないかという気持ちが半分ありました。幸い、快く引き受けていただき、さすが複数回流星会議を支

えてこられただけのことはあるとほっとしたことを思い出します。 

いよいよ開催の年を迎えたときに、降ってわいたようなコロナ禍。準備を始められていたのに苦渋の

開催延期となりましたが、それにもかかわらず開催への意欲を持ち続けてここまで到達されたことには

敬意と感謝のみです。ZOOM での開催という、初めての歴史的な流星会議となりました。どのような流

星会議になるのか、来年以降の流星会議、集会の開催方法を考える上での重要なものとなります。参加

者のみなさんのご協力も極めて大切な要素になるでしょう。ZOOM に慣れている人、不慣れな人による

受け止め方の差もあるでしょう。通信環境の問題からトラブルもあるかもしれません。そのような問題

は、機械での初期故障と同じで、今後の向上に欠かせない要素だと考えられます。皆さんで支えて、今

回の流星会議を実りあるものにいたしましょう。 

今年、ご講演をいただく土佐誠先生は仙台市天文台名誉台長ですが、1972 年に仙台市天文台開催され

た流星会議には自身も参加した思い出があります。ジャコビニ群の年で、中野さんが「今年、大出現は

しない」と予報されました。長谷川先生からは、「そうだとしても、出るとして準備しよう」と指導を頂

きました。自分も仙台流星会議でペルセウス群についての発表もしましたが、印刷が間に合わず、ロウ

原紙持参して印刷させていただくという冷や汗ものでした。また、会議の日には肉眼で見える巨大黒点

が発生していたので、皆さんで夕陽を眺めたことが印象に残っています。藪さん、竹内さんも若々しい

姿で瞼に浮かびます。 

最後に、繰り返しになりますが、実行委員長またそれを支えるスタッフの皆さん、研究発表をされる

高校生、講演者の方に感謝を申し上げて、ご挨拶といたします 

 
 
 
２０２１年(ＺＯＯＭ)流星会議実行委員長挨拶   流星会議実行委員長 殿村 泰弘 
 
本来２０２０年８月に開催する予定でした流星会議を，この新型コロナ感染の拡大に伴い，１年延期

することで，しかもＺＯＯＭでの開催にこぎ着けたことに，実行委員長としてホッとしています。 これ

まで流星会議は，日本各地の持ち回りで開催してきました。その歴史については日本流星研究会のＨＰ

で確認していただくとして，今回ＺＯＯＭでの開催になりましたが，「地方持ち回り」という理念は残し

て，何とか開催したいと考え，宮城県地元の中学生，高校生の研究発表，仙台市天文台の名誉台長の土

佐誠先生に講演をいただくことで，会議自体はＺＯＯＭですが，持ち回りの会議の趣旨を残すことが出

来ました。私はこれまで，仙台市茂庭荘，岩手県一戸町での流星会議，東日本大震災発生の２０１１年

の川渡温泉「玉造荘」での流星会議と３回の流星会議の実行委員長を行いました。もう引き受けること

がないと思っていましたが，２０１９年７月に東京都渋谷区で開催された「流星物理セミナー」に参加

したところ，隣に座った小関会長から休憩時間に「来年の流星会議の開催地が決まっていないのだ

が。。。。」と，声をかけられました。そのときは６月に「彗星会議」の実行委員長として会議を終了した

ばかりでホッとしたところでした。「彗星会議」で地元の高校生が研究発表をしましたが，流星関係の研

究を行っている生徒もいることを聞いていましたので，全国の流星研究者に知ってもらう良い機会と考

え，引き受けることにしました。 

しかしそのときは，１年延期になるとは思いもしませんでした。それでも２年前に亡くなられた藪保

男さんに生前，ＯＡＡのこととかＮＭＳの状況をお目にかかるたびに伝えてきた私としては，何とか天

国から見守られている藪さんのことも思い，延期となりましたが，開催できたことにホッとしています。

初めてのＺＯＯＭ開催，不慣れなところがありますが，今回は仙台天文同好会の協力をいただき，開催

することが出来ました。アクシデントなどが起こるかもしれませんが，ＺＯＯＭとはいえ，仙台に来た

つもりで参加して頂ければ幸いです。                 ２０２１年１０月３１日 



2021 年 ZOOM流星会議日程              2021 年 10 月 31 日(日） 
 

10:00  日本流星研究会総会と幹事会選挙 
 

10:30  ZOOM 流星会議開会 

実行委員長挨拶 殿村 泰弘 

日本流星研究会会長挨拶 小関 正広 

諸連絡 

 

11：00 研究発表 1 

研究発表 ５年間の定点ＴＶ観測から得られた流星群とその活動 

Ⅱ. 流星群の極大前後の変化  鈴木  悟 

研究発表 聞こえない音で見る はやぶさ 2 の帰還カプセル   西川 泰弘 

研究発表 江戸時代の流星情報の伝播-秋田の 1704 年流星の場合  渡邉 美和 

 

12:00 昼食・休憩   ※ ZOOM 接続のままなので交歓 

 

13:00 講演 

講師紹介 長妻 努 

講師 仙台市天文台 名誉台長 土佐 誠 先生 

「仙台市天文台の 60 年と私の星空体験」 

 

14:00 記念撮影   （表紙のもの） 

 

14:05 宮城県古川黎明中学高等学校自然科学部研究発表 

中学校  流星の電波観測における周波数の違いと検知数について 

高校   流星の分光観測による発光メカニズムの研究 

 

15:05 研究発表 2 

研究発表 4K ビデオ流星観測による鉄のスペクトルの特徴  前田 幸治 

研究発表 2018 年 10 月から 2021 年 2 月のスぺクトル解析結果と考察 関口 孝志 

研究発表 中焦点距離レンズを用いた流星の同時ビデオ観測   藤原 康徳 

研究発表 散在流星源のビデオ観測による年変化    前田 幸治 

研究発表 流星関連のインフラサウンド観測について   山本 真行 

 

16:40 閉会行事 

閉会の挨拶 

次年度担当者から  丸山 卓哉 

諸連絡 

 

 

 



 

土佐誠先生のプロフィール紹介 

長妻 努（仙台天文同好会） 

 

土佐誠先生は昭和 19(1944)年東京都のお生まれです。中学 2 年生の時に仙台市天文台の第

２代台長の小坂由須人さんとの出会いがあり、学校がお休みの期間中に東京から仙台にやってき

て、天文台の望遠鏡で天体観測をされていたと伺っています（詳細は先生のお話にて！）。当時

は天文台の職員から「土佐坊」と呼ばれ、大変可愛がられていたそうです。昭和 38(1963)年に

東北大学理学部に入学し、天文学科(天文及び地球物理学科第一)に進学。昭和 48(1973)年に理

学博士号を取得して東北大学大学院を修了後、名古屋大学理学部の助手を務められ、その間の昭

和 54～55(1979～80)年に、英国ウェールズのカーディフ大学に研究員として 2 年間勤務され

ました。英国の有名な天文学者のサー・フレッド・ホイル（専門は恒星内部の元素合成理論、「ビ

ッグ・バン」の名付け親としても知られる）が当時カーディフ大学に籍しており、先生もセミナ

ーなどで何度かその姿を見かけたそうです。 

昭和 58(1983)年からは東北大学理学部の助教授、平成元(1989)年には教授となられました。

先生のご専門は銀河の理論的研究で、計算機シミュレーションなどを用いて銀河磁場の構造や生

成、銀河の進化の研究などに取り組んでこられました。平成 19～20(2007～08)年には、学会創

立 100 周年の節目を挟んで日本天文学会理事長に就任されています。平成 20(2008)年 3 月に

東北大学を定年退官された後、同年 4 月に仙台市天文台の第 7 代台長に就任、令和 2(2020)

年 7 月からは名誉台長となられました。また、教育・文化の分野において仙台市の振興発展に

寄与された功績が認められ、同年 10 月に仙台市の特別市政功労者として表彰されています。 

土佐先生は温和で穏やかな人柄で、昔から仙台天文同好会の若者達にも気さくに接して下さっ

ていました。私が学生の頃、先生が SONY の NEWS というワークステーションを購入され、

この計算機の素晴らしさを楽しそうに語っておられたことを思い出します。当時計算機といえば

大勢が利用する大型計算機か、MS-DOS ベースの PC98 が主流だった時代で、パーソナルに

使いやすいインターフェースで高機能な計算処理が行えるワークステーションの登場は、先生の

ご研究にとっても画期的だったのではないかと思います。また、平成 5(1993)年 7 月 26 日に

車椅子の天体物理学者ホーキング博士がお忍びで仙台を訪問されて、先生がホスト役を務められ

たことがありました。この時、私は仙台市天文台で博士来訪の話を聞きつけ、土佐先生にお願い

をして少人数の夕食会でホーキング博士と直接お話する機会を与えて頂いたことは今でも忘れ

られない思い出です。 

仙台市天文台長に就任後、土佐先生は飲食自由の気軽な雰囲気の中で宇宙をテーマにお話をす

るトワイライトサロンを土曜日の夜に継続的に開催しており、その数は 600 回以上を重ねてい

ます。これからも天文少年の心を忘れない科学者として、私たちに宇宙について語りかけて頂け

たらと思います。 



氏名 フリガナ

松本 誠樹 マツモト セイキ ＮＭＳ なし

小林　美樹 コバヤシ　ミキ ＮＭＳ なし

伊藤　修 イトウ　オサム ＮＭＳ、岩手地区流星観測者会 なし

橋本岳真 ハシモトタケマ ＮＭＳ なし

前田幸治 マエダコウジ NMS、SonotaCo Net 有り

鈴木　悟 スズキ サトル NMS、ダナの会 有り

中根　純夫 ナカネ　スミオ NMS なし

佐藤  幹哉 サトウ　ミキヤ ＮＭＳ なし

前川　義信 まえかわ よしのぶ 仙台天文同好会 スタッフ

主な流星群の写真観測をやっております。放射点流星の撮影も目指しております。

泉　陽子 いずみ　ようこ 仙台天文同好会 スタッフ

殿村　泰弘 トノムラ　ヤスヒロ NMS ，仙台天文同好会 なし

高橋　清利 たかはしきよとし 仙台天文同好会

植村　暢子 ウエムラ　ノブコ 仙台天文同好会

伊藤芳春 いとう　よしはる 仙台天文同好会

藪先生から天文回報を引き継いで来年で25年になります。ＮＭＳのＨＰ共々更に充実したものに
なるよう会員の皆さんのご協力をお願いします。空の良い市外でのＴＶ観測で、より暗い流星を含
めた流星群の活動を知りたいと思います。

6

電波と宇宙と数理科学に興味が尽きません。
7

ペルセウス座流星群の1日半遅れの突発出現に驚いております。現時点では、約2000年前までの
ダストの放出によるダスト・トレイルでは見出せず、研究発表には至りませんでしたが、なお検討予
定です。どうぞよろしくお願い致します。

8

11 流星会議実行委員長です。最近観測を本格的に再開しました。双眼鏡観測を行っていますが，
長時間の観測が難しくなり双眼鏡での観測は1時間程度に決めています。火球パトロールカメラを
設置してビデオ観測もしています。

12

2020年ZOOM流星会議参加者自己紹介

9

13

1 ３個のCCDカメラUFOCAPTUREFREEの利用とUFO形式アンテナでのFM2波による東西方位の
FM電波流星観測をしています。データーは送信されていたのか。

小林美樹＠名古屋市昭和区です。名古屋市の光害に負けじと観測をしています。ここ数年、昼間
は晴天、夜は曇天というお天気に悩まされています。

2

3 　新型コロナ感染で「岩手地区流星オリエンテーション」ができずにいます。コロナ禍で観察会でき
ずにいるため、「自宅からでも星は見える、ぜひ眺めて下さい、癒されます」と地元ＦＭ局のメッ
セージで話してもらってます。

4

宮崎の前田です。今回もオンラインなので、参加することができました。ビデオ観測で、群流星の
定点観測とスペクトル観測を中心に行っています。スペクトル観測は解析に時間がかかるのが問
題ですが、面白い結果が出るので楽しいです。よろしくお願いします。

5

天文ソフトとExcelで計算をしない流星経路調べを楽しんでいます。

10 流星会議には以前より参加したいと思っておりました。学生時代、流星観測と写真撮影をしていま
した。土佐先生のお話しと黎明中高の研究発表を楽しみに参加いたします。よろしくお願いいたし
ます。

つくば市在住の仙台天文同好会員です。流星観測の最新の課題に関心があります。

14

所属　　　　　　　　　　　　　　　　　研究発表



伏見　賢一 フシミ　ケンイチ ＮＭＳ なし

川崎　康寛 カワサキ　ヤスヒロ ＮＭＳ　・関西天文同好会 なし

関口孝志 セキグチ　タカシ ＮＭＳ 有

田中　正一 たなか　しょういち ＮＭＳ 無

泉　潔 イズミ　キヨシ ＮＭＳ 無

長妻　努 ながつま　つとむ 仙台天文同好会 無

佐藤   正道 サトウマサミチ 仙台天文同好会 無

柳　信一郎 ヤナギ　シンイチロウ ＮＭＳ 無

23 齋藤　弘一郎 サイトウ　コウイチロウ 宮城県古川黎明中学高等学校教員

24 宮城県古川黎明中学校自然科学部 有

25
～

31

32 宮城県古川黎明高等学校自然科学部 有

33

34

小川　宏 おがわ　ひろし 流星電波観測国際プロジェクト 無

西川泰弘 ニシカワ ヤスヒロ 高知工科大学 有

宮城県古川黎明中学校自然科学部　

16

宮城県古川黎明高等学校自然科学部　１

35 流星電波観測国際プロジェクトとして流星電波観測者の情報共有・情報発信の場を提供していま
す．ここ数年，ようやく時間がとれるようになってきました．久々の流星会議が楽しみです

36 高知工科大学の西川泰弘です。以前はパリ大学でNASAの火星探査ミッションをしていましたが、
今年8月に高知工科大学に着任し、インフラサウンドの観測結果からはやぶさ2の帰還カプセルの
軌道計算を始めました。

流星の眼視観測歴５０年です。早くコロナが収束して皆さんに直接お会いできるのを願っていま
す。

17 埼玉県の関口です。２０１８年１０月からスペクトルの観測と解析を続けています。今回も解析からま
とめたことを発表します。また、皆さんの発表を聞き、お話ができるのを楽しみにしています。

縁あって、２年前から仙台に戻ってきました。単身赴任なのを良いことに（？）、流星観望や写真観
測もどきをやってます。どうぞよろしくお願い致します。

22 新型コロナウイルスの蔓延、異常気象で悪天候など、観測を妨げる要素が近年は多いです。まあ
最も強い外力は残業の増加ですが。皆さんと直接お会いできないのは残念ですが、今年はZoom
で盛り上がりたいです。

18

19

最近は観望が主になってしまいました。流星を楽しみ、その楽しさを多くの人に伝えたいと思って
います。

15

宮城県古川黎明中学校自然科学部天文班です。私たちは流星電波観測を使い、HROとVORの2
周波の検知数についての対照実験を行なっています。日々、装置を雨風から守り抜くため、部活
で試行錯誤しながら活動しています。

私達は2014年から回折格子を用いた流星の分光観測を行っている。分光画像上の輝線の間隔か
ら，発光に関する元素の種類を推測し，さらに１つの流星を多地点で同時に観測することで，高度
と輝線の強度の関係を明らかにする。これまでに59枚の分光画像を撮影し，流星群毎の含有元
素の傾向を考察した。

東日本大震災の年の宮城県大崎市での流星会議は自分たちが元気づける立場でした。今年も
同じ宮城ですが、コロナ感染症でバタバタしている中で気分転換という不純な動機を含めて参加
します。元気をもらって帰りたいと思います。

20

代表的な流星群のピークの頃に、ぼーっと流れ星を眺めてきています。眺める視野に合わせて撮
影していて、今回のペルセウス座流星群のように皆さんと重なれば、おもしろいですね。

21

千葉県我孫子市の田中正一です。NMSの選挙管理委員をしています。今年の流星会議では幹
事選挙を行います。立候補が無い役職もありますので、これからでも遅くありませんから、ぜひ、立
候補をお願いします。



丸山卓哉 マルヤマタクヤ ＮＭＳ 長野県は宇宙県 無

佐藤 孝悦 サトウ コウエツ ＮＭＳ　・仙台天文同好会 無

塩谷　一昭 シオタニ　カズアキ ＮＭＳ　・　富山県天文学会 無

司馬　康生 シバ　ヤスオ ＮＭＳ，日本スペースガード協会 無

上田昌良 ウエダ　マサヨシ ＮＭＳ 無

戸田　雅之 トダ　マサユキ ＮＭＳ　・　多摩天文グループ 無

渡邉　美和 ワタナベ　ヨシカズ ＮＭS、東亜天文学会、星の会MAOCY 有

植原　敏 ウエハラ　サトシ
ＮＭＳ・SonotaCoネットワーク・関西天
文同好会・日本天文同好会

無

藤原康徳 フジワラ　ヤスノリ NMS、日本天文同好会、OAA 有

岡本　 貞夫 オカモト　サダオ NMS 無

小関　正広 コセキ　マサヒロ ＮＭＳ 無

山本　真行 やまもと　まさゆき ＮＭＳ、高知工科大学 有

松岡　義一 マツオカ　ヨシカズ 日本天文教育普及研究会 一般普及分野無

41 NMSのTV観測部門幹事をやってます。毎月、TV観測報告を受け取り、そのまとめを「天文回報」
に発表しています。熱心な観測者からの報告に接し、ついついそのまとめのページ数が多くなっ
てしまってます。これからもっと幹事を困らせるぐらい大量の報告を期待してます。

39 今回はリモート開催ということで、直接会えないのは残念ですが、画面を通してでも久しぶりに皆さ
んの顔を拝見しながら、実りある時を過ごしたいと思っております。

40 仕事は，今年度で定年。十分忙しくしていますが、来年度は何か取り組みたいですね。火球の報
告をお送り頂ける皆様、ありがとうございます。

37
長野県は北アルプスのふもとでＮＭＳ事務局をお預かりしています。

44 相変わらず細々とビデオ観測を続けています。さすがに20年近く経つと、カメラもずいぶん草臥れ
てきて数年前から機材をハイビジョンにグレードアップと、人と会うたびに口にしつつも、仕事や家
庭生活の多忙を言い訳に有言不実行の状況が続いています。皆さんの話を聞いて、一発奮起し
たいと思ってます。

42 ご無沙汰しております。都会、狭視界、光害の３重苦の条件下でデジカメと広角レンズを用いた
「おうちで流星」を始めて２年経過しました。仰角８０度にも関わらず、月平均１～２個の火球が獲れ
るので、コロナ禍の下でも観測意欲が低下せずにいられます。よろしくお願いします

49

年金・無職老人に加えて、コロナでの外出自粛で引きこもり状態です。体力的にも精神的にも一
段と老化を感じる今日この頃です。ビデオ観測だけは何とか続けています。

46
自動TV観測を自宅 で細々続けています。

43 久しぶりに参加です。よろしくお願いします。仙台といえば1972年のジャコビニ群直前にも会議が
開催されました。来年はいよいよその1972年ジャコビニから50年です。その間、ナニをしていたの
私。

38 仙台市在住の佐藤です。NMSに入会して、「正式な」眼視観測を始めてから３０年あまり経ちました
が、相変わらず遠征して観測を続けております。

47 無理を願って開催を引き受けていただいたのに、去年の無念の中止、そして今年のZOOMでの開
催。敬意と感謝で一杯です。ZOOMは以前にインストールだけしてありますが、使ったことがありま
せん。どうなりますか、よろしくお願いします。

48
高知工科大学の山本です。流星会議へは時々の参加程度になってしまっていますが、どうぞよろ
しくお願いします。最近はインフラサウンド観測を使った防災関連の研究のウエイトのほうが大きく
なっている状況です。今回は、インフラサウンド観測の方法やセンサーの現状についてお話する
予定です。

45



神作哲夫 カミサク テツオ NMS同報 無

遊佐　徹 ユサ　トオル 仙台天文同好会 無

下田　力 シモダ チカラ ＮＭＳ 無

阿部 幸恵 あべ ゆきえ 仙台市天文台スタッフサポーター 無

登坂滋 トサカシゲル  

信太　浩信 シダ　ヒロノブ ＮＭＳ 無

飯山 青海 イイヤマ オオミ ＮＭＳ 無

齊藤美紀 さいとう みき  

渡邉　堯 ワタナベ　タカシ 情報通信研究機構　　

石井崇裕 イシイタカヒロ 鴨川市に天文台をつくろう会 無

嵯峨山 亨 サガヤマ トオル ＮＭＳ 無

58

53 仙台市天文台とパレットおおさきでボランティア活動をしております、阿部幸恵と申します。よろしく
お願いいたします。

51 1980年のペルセウス座流星群をきっかけに星を見るようになって41年。流星は、私の天文人生の
原点です。会議当日は聴講だけになりそうですが、熱のこもった発表と皆さんのお顔を拝見できる
ことを楽しみにしています。

52 信州の山の中で火球を見ています。コロナの前からほとんど外に出ていないので、生でお会いす
る機会が減ってしまいました。

50 東京都東村山市で主に電波観測をしています アンテナは全て、相模湾・太平洋方向に向けてい
ます 都会の雑音電波から逃れるために、いろいろ工夫しています

60

59 千葉県鴨川市に公開天文台を建設しようという活動【鴨川市に天文台をつくろう会】をしています。
今年のペルセ群突発出現をHROデータで楽しんでいました。よろしくお願いします。

57 仙台市天文台でボランティアをして10年をこえました。今は秋田に転勤して星が綺麗で感動してま
す。11月まで秋田内陸縦貫鉄道で「星空電車」の企画があるので行ってみたいと思っています。

54
仙台市在住で最近、星に興味を抱いている退職者です。

55 秋田県秋田市と三種町で電波観測とビデオ観測（AK2南向き、AK3北向き）を運用しています。最
北のビデオ観測点の為、同時観測用の北向き（AK4）を検討中です。

56 日本流星研究会で眼視観測部門の幹事を務めております。眼視観測を中心に活動しておりま
す。大阪市立科学館のプラネタリウム担当の学芸員でもあります。お近くの方、お気軽にお声掛け
ください。



                
           

             

         

              

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

   分類 7月 8月 9月 10月 11月 12月

    
毎 出現 ペルセウス オリオン ふたご

周期的に 出現をする ジャコビニ しし

中   毎 ONR10程度以上 
出現が見  る s-δみずがめ
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しし
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ががある ｎ-6月わし κはくちょう
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流星の分光観測による発光メカニズムの研究 

宮城県古川黎明高等学校 自然科学部天文班   

1. 研究概要 

流星をデジタル一眼レフカメラで撮影した際に，その色が途中で変化していることに気づいたことから

本研究が始まった。研究当初は，撮影した流星の RGB の強度変化を調べるという初歩的な観測だったが，

色の変化をより定量的に解析するため，回折格子を用いて流星を撮影する現在の手法に至った。加えて，

分光観測において推測した酸素禁制線発光と推測された輝線が，実際に起こりうる条件下で撮影されたも

のなのかをより確実にするために多地点同時観測による流星の発光高度の推測も行っている。昨年度から

は，推測した分光画像の輝線の文献値との誤差に着目し，その誤差の原因解明のための考察も行ってい

る。 

 

2. 研究目的 

・流星の分光画像の輝線の位置から，発光に関する元素の種類を推測する。 

・１つの流星を，多地点で同時に観測することによって，高度と輝線の強度の関係を明らかにする。 

・輝線の文献値との誤差の原因を究明する。 

 

 

 

 

 

3. 研究方法 

〔分光観測〕 

(1) 観測 

主に上記の３台のカメラによる観測を行う。ブレーズド回折格子(画像１)を用いて自作した回折格子

を，画像２のようにデジタル一眼レフカメラのレンズに取り付ける。 

  流星群の活動時期，極大日前後数日を中心に，レンズに取り付けた回折格子に対して流星が縦に入射す

るよう，輻射点の位置が画面上部になる向きにカメラを設置し、一時間ごとに１５°ずつ撮影する方向を

変えながら，連続して撮影を行う。 

 

 

 

(2)解析 

流星の分光画像上の輝線がどの元素に由来するのかを調べる。あらかじめ波長がわか 

っている光を，画像上の流星（０次光）と同じ位置に入射させ（画像３），画像上の流星の位置と，輝線の

波長を対応させる。 

画像１：ブレーズド回折格子 画像２：カメラに取り付けた様子 

 

表１：観測機材 

 

デジタル一眼レフカメラ レンズ 撮影写野 回折格子
赤道儀 Vixen  

ポータブル赤道儀 
星空雲台 ポラリエ

① Canon EOSS kissx4
透過型ブレーズド　 
  回折格子

無

② Canon EOSS kissx８i (格子数1000本/㎜） 有

単焦点レンズ　
SIGM ３０㎜ 
F1.4 HSM

40.7×27.8　
(対角48.1°)



 次に，流星画像における輝線の位置から各輝線の波長を求め（画像４），発光に由来する元素を特定する。 

また，数種類の元素の光を発光させ(画像３,４)，輝線の波長を数通りに対応させて，輝線のスケールを

計算し，算出したいくつかの値の平均値を取ることで，正確性を向上させている。 

    

 
 

※解析には，makalii（国立天文台・アストロアーツ）を用いる。 

〔高度観測〕 

a)複数の地点で同じ時間に流れた流星を撮影する 

b)観測地点間の距離を求める 

c)流星の消失点付近にある星を特定し，その高度を求める 

d)三角比を利用して発光高度を求める 

 

４.結果 

 

 

これまで，約５９８３００枚撮影し，そのうち解析可

能な光度の輝線は 59枚撮影できた。 

次の画像は，２０２０年１０月のオリオン座流星群で

撮影された分光画像である。 

右の輝線から MgⅡ，FeⅠ, NaⅠの３種類の元素を推定

したものの，カッコで示した 

文献値と５～１５nm程度の誤差が生じた。 

 

 

流星群名 観測日 観測地 撮影枚数 検知数
ペルセウス(2016) 2016/08/12～/13 宮城県大崎市・栗原市 約25000枚 1枚(群)

しし(2017) 2017/11/17～/19 宮城県大崎市 約39000枚 2枚(群＆別群)
ふたご(2017) 2017/12/13～/15 宮城県大崎市・栗原市 約42000枚 28枚(群)

ペルセウス(2018) 2018/08/11～/14 宮城県大崎市・栗原市 約45000枚 12枚(群)
オリオン(2018) 2018/10/21～/23 宮城県大崎市 約21000枚 6枚(群)
しぶんぎ(2019) 2019/01/03～/04 宮城県大崎市・栗原市 約7000枚 0枚

こと(2019) 2019/04/21～/24 宮城県大崎市・栗原市 約27000枚 1枚(群)
みずがめη(2019) 2019/05/03～/8 宮城県大崎市・栗原市 約24000枚 0枚
みずがめδ(2019) 2019/07/31～/08/02 宮城県大崎市・栗原市 約24000枚 0枚
ペルセウス（2019） 2019/08/12～14 宮城県大崎市 約20000枚 0枚

りゅう（2019） 2019/10/9～10 宮城県大崎市 約7000枚 0枚
しし(2019) 2019/11/20 宮城県大崎市 約10000枚 0枚

ふたご（2019） 2019/12/16 宮城県大崎市 約11000枚 0枚
しぶんぎ（2020） 2020/1/5 宮城県大崎市 約13500枚 1枚(群)

ペルセウス(2020) 2020/08/11～/08/13 宮城県大崎市 約49000枚 6枚(群)
オリオン(2020) 2020/10/20～/10/21 宮城県大崎市 約13500枚 1枚(群)
しぶんぎ(2021) 2021/01/03～/01/04 宮城県大崎市 約5000枚 0枚

こと(2021) 2021/04/22～/04/23 宮城県大崎市 約8500枚 0枚
みずがめη(2021) 2021/05/06～/05/07 宮城県大崎市 約10000枚 0枚

うしかい(2021) 2021/6/27 宮城県大崎市 約3000枚 0枚
みずがめδ(2021) 2021/8/1 宮城県大崎市 約5400枚 1枚

計23群 約409900枚 59枚

画像 3：校正(Na 管の発光) 

表２：これまでの観測結果 
 

 

画像４：校正(水素管の発光) 

画像５：２０２０年１０月オリオン群での分光写真 

D 

 



５.考察 

(1)分光観測 

 

 

 

 観測によって検出した元素の種類と観測件数を流星群毎に表３に示した。ほとんどの流星群で検出された

Mgと Naを比較すると，2018年ペルセウス群では，MgIを 4件，NaIを 4件確認した一方，2017 年のふたご

群では，MgIの 27件に対して，NaI が 18件である。結果として，ふたご群で Mgに比べ Naの確認件数が少な

い傾向がみられた。 

Naの沸点が Mgと比べて低く揮発性が高いことから， ふたご群の母天体のファエトンでは，他の母天体と

比べて Na が減少しており，ふたご群の流星物質が生成された時期は，他の流星群の流星物質が生成された時

期よりも時間が経過しているのではないかと考えられる。 

また，そもそも母天体のファエトン自体に含まれている Naが少ないため，ふたご群に含まれる Naも少な

いと考えられる。 

 表３からさらに，酸素禁制線についてペルセウス群では 10枚中 9枚，オリオン群では 5枚中 5枚とペルセ

ウス群とオリオン群の多くで，酸素禁制線の輝線を推測できた。 

酸素禁制線発光は他の発光と比べて多くのエネルギーが必要なため，発光の条件が限られており，流星の

対地速度が速いこと，大気の密度が薄いことが関わっているとみられる。表 4では，主な流星群の流星の対

地速度を示している。表 4から，ペルセウス群は 58.6km/s，オリオン群は 64.5km/s との他の流星群の対地

速度よりも速いことが分かる。ペルセウス群とオリオン群で多く酸素禁制線を推測することができたのは，

他の流星群と比べて流星の対地速度が速いからだと考える。 

 

・MgⅡと NaⅠで測定値に 10㎚程度誤差が見られた。これは画像がぼやけて不明瞭になったことで輝線の幅

が広がってしまったことが原因と考えられる。今後は観測前のピント調整や結露対策を徹底したい。 

 不明瞭に撮れてしまった画像は，回折格子のスケールを求める際に必要な画像を 

 同程度ピントをずらして撮影し，使用することで正確に測定できると考える。 

表３：流星群と検出した元素 

 

表 4：主な流星群の対地速度一覧 

「理科年表 平成 31 年」より 

 



○再推測 

画像７は不明瞭なことによる文献値と誤差が生じたとことから，同程度ピントをずらした状態でスペクト

ル管(Na)を撮影したものを用いて画像７を再解析した。結果として，この場合は NaⅠの誤差は小さくなった

が, MgⅡは変わらず大きな誤差があった。画像上のピントのずれを同程度に設定することは難しいため，こ

の手法は不明瞭な画像の再解析には不適切であったと考える。FeⅠと推測した輝線を酸素禁制線と仮定して

ほかの輝線の元素を推測すると，輝線①の値が文献値と大きな誤差があり，酸素禁制線であるという確証は

持てなかった。 

我々の技術では，今回のようにぼやけてしまった画像の正確な推測は困難であるという結論に至った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)高度観測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 画像８，９は 2017年のふたご群において二地点で同時に撮影された流星の画像である。撮影された時刻が

同じだったことと，同じような位置を流れていることから，この 2つの流星は同じものだと断定した。 

 それぞれの流星画像を拡大すると，流星の発光の終わりの点には星があることが確認できた。ステラナビ

ゲーターを用いてその星を調べたところ，画像８の消失点はエリダヌス座のクルサであり，画像９の消失点

は HIP22812という星であることが分かった。さらにそれらの星について，ステラナビゲーターで撮影された

時の方位と高度を調べた。 

 調べた結果は図１のようになった。地点Ａは消失点の真下を示している。 

 図より高度を求めた結果，消失点の高度は約 94.7 ㎞と推測できた。 

画像９の分光画像からは酸素禁制線を確認することもできた。 

また，図２より 95 ㎞付近には酸素原子が存在しており，この酸素禁制線発光には大気中の酸素または流星

物質中の酸素，もしくはその両方が使われた可能性がある。 

 

画像８：同時に撮られた流星１（古川) 画像９：同時に撮られた流星２（美里町） 

  

  

画像７：2020 年 10 月オリオン群分光写真 

 
画像６：ぼやかした Na 管の発光 
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6.課題・展望 

・ 画面に対して流星が垂直に入射するよう，事前に輻射点の位置や撮影する範囲を確認し，手動での撮影方

向の角度のずれを解消するため，順次赤道儀を導入する。 

・主な流星群の時期を中心に継続して分光観測を行うとともに，これまでに撮影した流星画像において検出

された元素を整理して，流星群毎の元素の傾向をさらに明確にする。 

・多地点同時観測は難しくデータを集めることが難しいため，今後も継続して高度の推測を行い，酸素禁制

線発光と高度の関係性を追求していく。 

・動画撮影の解像度が向上して価格も低下したため，動画撮影に変えることによって，来の連続撮影と同等

の画質や精度で，より確実により多くの流星を捉えることができるようになると考える。  
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図 1：多地点同時観測 

 

図２：大気成分の高度変化 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 



 

 



 



中焦点距離レンズを用いた流星の同時ビデオ観測 

－SonotaCo ネットワークの現状とそれとの比較 

藤原康徳（大阪市） 

4 等級より暗い流星の軌道を求めるために実施している高感度一眼レフカメラ（α7s）と（35mm 版カメラで

の）中焦点距離大口径レンズとを組み合わせた 2点同時観測の結果について紹介する。併せて SonotaCo ネッ

トワークの現状と得られた同時観測結果との簡単な比較を示す。 

 

１  SonotaCo ネットワークの現状 新たな軌道計算結果リストと流星群リスト 

日本における流星のビデオ観測については、SonotaCo 氏（ネットワーク上のハンドル名）が開発された

UFOCapture シリーズを用いた観測法が広く行われている。UFOCapture シリーズには、流星を自動検出する

UFOCaptureHD2（UFOCaptureV2）、その検出された流星の位置・光度等を測定する UFOAnalyzerV2、さら

には分析された個々の流星のデータを組み合わせて流星の対地・日心軌道を計算する UFOOrbitV2 と 3 種類

のソフトがある。最近（2021 年 9月末）、UFOAnalyzerV2 と UFOOrbitV2 でそれぞれ大幅な改定が加えられ

た v300 バージョンが公開された。 

SonotaCo ネットワークの活動は、SonotaCo さんがネット上で開設されている SonotaCo Network Forum

上で行われている。このフォーラム上では、観測法や観測結果の公開や質疑応答等が行われている談話室とと

もに UFOAnalyzerV2 で測定された観測結果（個々の観測結果を記述した csvファイル）をアップロードする

ための同時観測計算用 csvハブ（M.csv exchange hub）が設置されている。観測結果のアップロードは観測者

の自由意志で行われており、アップロードされた csvデータは公開されており、ダウンロードも任意に行うこ

とができる。この観測結果の csv を UFOOrbitV2 で処理することにより個々の同時流星の軌道が得られる。 

このハブでは月単位でデータを集めてあり、早い観測者では観測明けの午前中には csvデータをアップロー

ドされており、翌月の中旬までには（アップロードされた）データはほぼ出そろっている（これ以上の csv が

ハブ内で増えることは極めて少ない）。2021 年 4 月の例では、アップロードされた観測者は 27 名（観測地点

は 29 ヶ所、カメラ台数 91 台）で、総流星数（個々のデータを単純に加算）は 14,959 個、軌道が計算できた

総流星は 6,331 個、得られた軌道は 1,922 個であった（注意－途中経過 2021 年 10 月末で確定数字ではない）。 

 さらに 1 年間のデータをまとめて、データの再チェックを行ったうえで集約することが推奨されているが、

必ずしも毎日（毎月）観測報告を行っている観測者がここでデータの再集約をおこなっているわけではない。

このデータをもとに SonotaCo さんが UFOOrbitV2 で計算された流星軌道リストが SonotaCo Network 

Simultaneously Observed Meteor Data Sets (SNM0000 - 0000 には年が入る)として公開されている。なお、1

年間のデータとしてまとめられていないデータは、毎月アップロードされている csvをもとに SonotaCo さん

が集約されている。 

 これまでの流星軌道データセット SMN0000 には、観測誤差が軌道計算結果に反映されていなかった。

UFOOrbitV2 v300では、モンテカルロ法を用いた 1000 回の繰り返し計算により、観測誤差を誤差伝搬して、

計算結果に誤差を付加する機能や同時観測点数が 3 点以上の場合に 最も誤差が小さくなる組み合わせを探索

して結果を計算する機能等が加えられ、誤差を評価基準としてより精度が高い流星軌道の選択ができるよう

になった。 

 SonotaCo さんにより 2007 年から 2020 年までの全観測データが UFOOrbitV2 v300により再計算され、新

たな流星軌道リスト（流星軌道数：353.251個）として 2021年 10月に公開された（SNMv3_2007-2020_all.csv）。

さらにこのリストの中より一定の誤差範囲内（輻射点の位置 1度以内、地心速度 5％以内）の精度の高い流星

軌道のリスト SMNSNMv3_2007-2020_Er1Ev5.csv（流星軌道数：128,228）が合わせて公開された。このリス

トは、SonotaCo ネットのホームページからダウンロードできるとともに、IAU Meteor Data Centerのホーム

ページからもアクセスすることができる。 

 この SNMv3_2007-2020_Er1Ev5.csv を基データとして、SonotaCo さんが開発された流星群検出アルゴリズ

ムにより検出された流星群リストが公開された（J14 リスト）。この J14 流星群リストには、新たに検出された

17 個の新流星群を含む 136 個の流星群が上がっている。これにともない UFOAnalyzerV2 と UFOOrbitV2 の

v300 で群判定に用いられる流星群は基本的に J14 リストによることになっている。 

具体的には次の二つの論文を参照されたい。 

SonotaCo, T. Masuzawa, T. Sekiguchi, T. Miyoshi, Y. Fujiwara, K. Maeda, S. Uehara 

SNMv3: A Meteor Data Set for Meteor Shower Analysis   WGN, the Journal of the IMO 49:3 (2021)  



 

SonotaCo, S. Uehara, T. Sekiguchi, Y. Fujiwara, K. Maeda, M. Ueda 

J14: A Meteor Shower and Cluster Catalog  WGN, the Journal of the IMO 49:4 (2021)  

 

２ 中焦点距離レンズ（準望遠レンズ）を用いた流星の同時ビデオ観測 

SonotaCo ネットワークで得られた同時流星の光度（絶対光度）の数は、0 等が一番多くて、マイナス 1 等、

1 等が 0 等に次いで多い。それに対して 4 等以下（暗い）同時流星は、ほとんどない（前掲 SonotaCo et al. 

2021 の最初の論文の Figure4 参照）。これはネットワークの観測機材が、ワテックの CCD カメラ（WAT-

100N、WAT-902H2U）と 35mm 版カメラでの広角から準広角レンズに該当するレンズ（焦点距離 2mm～

6mm）との組み合わせた観測システムから始まったこと、現在でもワテック高感度 CCD カメラより高解像度

のカメラの利用が増えてきたもののレンズは、広角から標準レンズが主流であることの結果である。 

4 等以下の「暗い」流星を観測するためには、ワテックの CCD カメラだと 12mm F0.8 や 25mm F0.95 の

ような準望遠から望遠系のレンズが必要となる（それでも 4 等が限界か？）。 

α7s や DMC-GH５s のような高感度カメラの場合でも、4 等以下の暗い流星を撮影するには準望遠から望遠

レンズが必要となる。α7s に FD85mm F1.2 レンズを用いたケースでは、観測条件にもよるが、観測等級（絶

対光度ではない）で 5 等から 6等の流星が観測可能である。α7sに FD200mm F1.8 のレンズを組み合わせる

とさらに 1等級暗い流星まで観測可能になる。 

 同時流星からの軌道を求めるためには、言うまでもなく１観測点からだけの観測（撮影）だけではだめで、

少なくとも 2 観測点からの観測が必要となる。例えば、1 点でα7s・85mm を用いて観測を行い 4 等以下の

「暗い」流星を捉えたとしても他の観測点での機材が「暗い」流星を捉えることができないと、当然のことで

あるが「暗い」流星の同時流星は得られない。同時流星という観点からは、（準）望遠レンズを用いることに

より、観測視野が狭くなり、かえって他地点との同時流星数は広角から標準レンズを用いた場合より少なくな

る。 

 したがって（準）望遠レンズを用いて「暗い」流星を観測対象に同時流星を得るためには、最初から 2（あ

るいはそれ以上）観測点で「暗い」流星を捉えることのできる高感度カメラシステムが必要となり、なおかつ

狭い観測視野を同時流星が得られるように重ね合わせることが必要となる。 

 そこで、「暗い」流星を観測対象に大阪市（自宅：以下大阪と表示）と奈良県宇陀市（室生観測所：以下室

生と表示）の 2 か所にα7s に FD85mm F1.2 レンズでの観測システムを設置して UFOcaptureHD2 を用いた

観測を 2019 年 11 月末から実施している（試験的運用を含めて）。本研究では、2021 年 4 月に行われた観測

の結果を SonotaCo ネットワークに報告されたデータからの比較・検討を交えて紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 観測システム α7s（IR カットフィルター除去済み） FD85mm F1.2 

α7s・85mm を入れているハウジングには日光遮断用のシャッターが付いている。室生に設置したシステム

（α7s・85mm＋観測記録用パソコン）は、自宅からネットを介して遠隔操作している。 



2-1 観測システム   大阪と室生に設置しているのは、Sony のα7s と FD85mm F1.2 のレンズを組み合

わせたもので、α7s については、IR カットフィルターを除いたものである。両者のシステムは同一（図 1 参

照）で、UFOCaptureHD2 を使った自動観測を行っている。観測結果は、UFOAnalyzerV2 で流星の位置、光

度等を測定した。 

 

2-2 観測結果   図２に大阪の図３に室生で観測された流星の光度分布を示す。光度は、見かけの等級で

ある。大阪では、4,5 等級の流星が多いのに対して室生では 5,6 等級の流星が多い。3 等級の流星数がほぼ同

数であるのに対して 4 等級より暗い流星では、観測結果に大きな差がついている。これは、大阪と室生との観

測条件＝空の明るさを明確に反映した結果となっている。 

 

 図４に大阪-室生間の同時観測で得られた同時流星の対地軌道を示す。UFOOrbitV2 で Quality を Q1 で計

算した。図５は、SonotaCo ネットワークの 2021 年 4 月分の csv 交換室にアップロードされたデータを用い

て UFOOrbitV2 で計算（Q1 で）した同時流星の対地軌道図を示す。図 5 からは、大阪―室生間の同時流星が

得られている部分に特に同時流星が集中していることが読み取れる。 

 大阪―室生間の同時流星は、147 個で、同時率は大阪の観測で 22.0％(147/668)、室生では、7.8％(147/1877)

だった。大阪の観測条件（空が明るい）が悪いことが主原因ではあるが、さらに付け加えて、室生側にカメラ

設置上の制約があり同時観測に適した視野になっていないことも同時率が高くないことの理由だと考えてい

る。同時観測となる領域は、現在は、室生の北東側になっているが、より大阪に距離的に近い北西側に設定す

ることが望ましいと思われる。 

 SonotaCo ネットワークのデータを処理しているときに Osaka03 の 12mm カメラ（観測地：羽曳野市、観

測者：上田昌良さん、以下羽曳野）と大阪－室生間の観測とで同時流星が多いことに気が付いた。大阪－室生

－羽曳野の同時流星数について表１に、対地軌道を図６に示す。この組み合わせから得られた同時流星は 218

個で 3 点ともに観測された同時流星は 54 個だった。羽曳野の観測では、12mm のレンズは 35mm 版カメラで

の中焦点距離望遠レンズに相当し、また、口径比も 0.8 と小さいので検出流星数のピーク光度は 3 等級で 4 等

級の流星も 99 個と相当数検出している（図７参照）。このことが、3点間で同時流星が得られたことにつなが

ったと考えられる。先に示した図５での同時観測エリアでの同時流星が集中しているのには、この羽曳野も加

えた 3 点間の同時観測結果が反映している。 

 

図２ 大阪での光度分布 

横軸は見かけの光度 縦軸

が流星数  
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図３ 室生での光度分

布 

横軸は見かけの光度 

縦軸が流星数 



図４大阪-室生間の同時観

測で得られた同時流星の対

地軌道 

  緑色の線が観測点から

見た出現点・消滅点への方

向を示す。 

 黄色の線が流星の対地経

路で赤い点が消滅点を示

す。 

 

 

 

 

図５は、SonotaCo ネットワ

ークの 2021 年 4 月分の同時

流星の対地軌道図 

黄色の線が流星の対地経路

で赤い点が消滅点を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 単点での観測 

流星数 

大阪-室生 

同時流星数 

大阪-羽曳野 

同時流星数 

羽曳野-室生 

同時流星数 

3 点同時 

その１ 

3 点同時 

その２ 

大阪
85mm 

668 147 99  194 54 

室生
85mm 

1877 147  75 171 54 

羽曳野
12mm 

446  99 75 125 54 

表 1 大阪－室生－羽曳野の 3 点からの同時流星数 

羽曳野 12mm：ワテック＋12mm F0.8 FOV(31 × 23°) 

3 点同時その１：同時流星数全体 合計 218 個 

3 点同時その２：3 点すべてで観測された同時流星数 54 個 

 

 

 

 



 

図６ 大阪-室生間の

同時観測で得られた同

時流星の対地軌道 

 緑色の線が観測点か

ら見た出現点・消滅点

への方向を示す。 

 黄色の線が流星の対

地経路で赤い点が消滅

点を示す。 

 

 

 

 

図 7 羽曳野 12mm 光度

分布 横軸は見かけの光

度 縦軸が流星数 

 

同時流星 218 個の光度分

布を図 8 に示す。光度は

絶対光度で示されてい

る。 

 

 

 

図８ 大阪－室生－羽曳野

の同時観測流での光度分布 

横軸は絶対光度 縦軸が流

星数 

 

 

 

 

 

図９  SonotaCo ネット

ワークの 2021 年 4 月同

時流星の光度分布（絶対

光度） 
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図９に SonotaCo ネットワークの 2021 年 4 月分の csv 交換室にアップロードされたデータを用いて

UFOOrbitV2で計算（Q1 で）した同時流星 1922個の光度分布示す。光度分布は絶対等級で示されている。

流星数のピークは 0等級で、続いてマイナス 1 等、1 等級の流星が多いのは先に示した SonotaCo et al. 

(2021)と同じである。3 等以下の暗い流星も観測されている結果となっている。 

 

図 10 SonotaCo

ネットでの全観

測結果から 

大阪－室生－羽

曳野の３点同時

流星を抜いた同

時流星の光度分

布(絶対光度) 

 

 図１０は、図９で示した SonotaCo ネットワークの 2021 年 4 月分の csv交換室にアップロードされたデー

タを用いて UFOOrbitV2 で計算（Q1 で）した同時流星の光度分布示から図８で示した大阪－室生－羽曳野

の 3 点同時観測から得られた同時流星の光度分布を差し引いた結果の光度分布を示す。すなわち、SonotaCo

ネットでの全観測結果から大阪－室生－羽曳野の３点同時流星を抜いた結果を示している。 

 その結果として、図１０では、１等級以上の明るい流星ではほとんど影響がないが、2等級の流星では、

145 個から 83個と約 4 割減、特に３等以下の暗い流星は「０個」とないる。2021年 4 月の SonotaCo ネッ

トでの同時流星で 3等級以下の暗い流星は、大阪－室生－羽曳野の 3 点観測からのみ得られたという結果と

なっている。 

 このことは、「暗い」流星を観測対象に同時流星を得るためには、最初から 2（あるいはそれ以上）観測点で

「暗い」流星を捉えることのできる高感度カメラシステムが必要となり、なおかつ狭い観測視野を同時流星が

得られるように重ね合わせることが必要となるという先に述べた前提条件が非常にシビア―に効いているこ

とを示している。 
 

３まとめ 

（1） SonotaCo ネットの現状と新しい解析ソフトウェアについての紹介（レビュー）。 

（2） 新ソフトウェア（UFOOrbitV2バージョン 300）を用いて SonotaCo さんが行われた過去の観測デー

タの再計算結果に基づく流星軌道計算リストと流星群リストの紹介（レビュー） 

（3） 暗い流星（4 等級以下）を狙った同時ビデオ観測観測について 

(a) α7s と 85mmF1.2と UFOCaptureHD2を使った自動観測を大阪と室生の 2 点で実施した 

(b) 4 等以下の同時流星を捉えることはできたが、観測機材の設置状況等の観測条件が不十分のため

同時流星率は低い数字でとどまった。 

(c) 現状の SonotaCo ネットの同時流星からは、4 等級以下の同時流星を得るのは難しいことが分か

った。 

(d) 4 等級より暗い流星を得るためには、そのためのシステム構成・運用が必要となることが実例と

して明らかになった。 
 

４謝辞 
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上田昌良さんから上田さんが同時観測計算用 csvハブにアップロードされたデータの解析の実施について

の許可を頂きました。ありがとうございました。解析結果については、私（藤原）に全責任があります。 

 

 

 

1 2 7
36

122

239

423
455

336

83

0 0 0 0
0

100

200

300

400

500

-7 -6 -5 -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4 5 6

第 61 回 Zoom 流星会議〈2021.10.31〉集録      主催：日本流星研究会 

共催：２０２１年（ZOOM）流星会議実行委員会  協力：仙台天文同好会   発行：日本流星研究会 


